◆山村暮鳥

春

なぎさで網を引いている

みろ、のんきそうにひいているではないか

おとこたちがひいている

おんなたちもひいている

こどもらもそれにまじって

みんなでひいている

ぼんやりとねむそうだな

網はみえない

おい、網をひいているのかい

海を

つなで

ながいつなで

ひきよせているようにみえるな

ゆめのなかで、おい

eq \o(\s\up 9(そうくう),蒼空)のような海を

ひきよせているようにみえるな

雲

おうい雲よ

ゆうゆうと

馬鹿にのんきそうじゃないか

どこまでゆくんだ

ずっとeq \o(\s\up 9(いわ),磐)

eq \o(\s\up 9(き),城)

eq \o(\s\up 9(たいら),平)の方までゆくんか

山村暮鳥（一八八四～一九二四）詩人。

群馬県高崎市に生まれる。自然に対する愛と敬虔（けいけん）が全体をつらぬいている。「eq \o(\s\up 9(せい),聖)

eq \o(\s\up 9(さん),三)

eq \o(\s\up 9(りょう),稜)

eq \o(\s\up 9(は),玻)

eq \o(\s\up 9(り),璃)」「風は草木にささやいた」「雲」などの詩集がある。

◆八木重吉

夕陽

秋のゆうひは

地におちさえすればすぐにひろがって、ひかる

ひかりながら夢をみてる

あんまりしずかなので

こどもが　ひかりの中でさわいでいるようなきがした

秋

秋になると

ふとしたことまでうれしくなる

そこいらを歩きながら

うっかり路をまちがえてきづいた時なぞ

なんだか　ころころうれしくなる

八木重吉（一八九八～一九三五）詩人。

東京生まれ。キリスト教信徒として生涯を送った。詩集に「秋の瞳」「八木重吉詩集」など。

◆中原eq \o(\s\up 9(ちゅうや),中也)
北の海

海にいるのは、

あれは人魚ではないのです。

海にいるのは、

あれは、浪ばかり。

曇った北海の空の下

浪はところどころ歯をむいて、

空をeq \o(\s\up 9(のろ),呪)っているのです。

いつはてるとも知れない呪。

海にいるのは、

あれは人魚ではないのです。

海にいるのは、

あれは、浪ばかり。

中原eq \o(\s\up 9(ちゅうや),中也)（一九〇七～一九三七）詩人。

山口県生まれ。作品の多くは定型的なリズムで明るい感じがするが、その底には、eq \o(\s\up 9(けんたい),倦怠)的な、虚無的な観念が感じられる。「eq \o(\s\up 9(や),山)

eq \o(\s\up 9(ぎ),羊)の歌」「在りし日の歌」などの詩集がある。

いろいろな詩を読む








